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 福岡市では危機管理の一環として，油種の分析法を開発し，水質事故等に対応できる体制をとっている．

油種分析は鉱物油を構成する化学物質の違いにより判別を行うが，この構成物質は世界情勢や条約等で変

わることが想定される．そのため，油種分析を行うにあたっては，最新の情報，新たな標準物質の入手，現

場の情報等状況に合わせた分析法の更新が必要となる．そこで，状況に応じて様々な構成物質を利用した

油種分析の事例を紹介した．また，中高生向けとして，本分析法を利用した実験体験及び環境学習・啓発

を行ったので，事例紹介を行った． 

 


